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時空から天空への道 誘い



時空から天空への道 ４つの視点

時空から天空への道

日光街道

道の担う役割の復古・再生

使われ方の負の遺産の清算

地域の資産の活用

新たな・多様な価値の創造

軒下空間の活用

祭り
地域住民による
杉並木清掃活動

地場産品の育成

市民参加による景
観計画策定状況

交通実験での
駐車場情報提供

地域マップ
作成・配布

インターネット
での情報発信

クリーンキャン
ペーンの実施

街並景観づくり
への市民の協力

電線地中化によ
る環境保全

ボランティ

ア活動

水の流れ

祭り
ばやし

世界遺産
「日光の社寺」

」

歴史と
文化 日光彫

体験
日光の
おいしい水

伝統的
名産品

高原を
わたる風

時 空 の
香

ラムサール登録
「奥日光の

湿原」

時空から天空への道 五感体感



国土交通省 中国地方風景街道交流会による現地調査

調査日 ： 平成19年6月1日(金）

来訪者 ： 中国地方風景街道交流会 16名

視察概要： 日光市の概要説明

世界遺産地区 視察

ラムサール指定地 視察

東町門前町地区 視察

日光を知っていただき、地域の特徴やお互
いの状況について意見交換を行い、非常に
有意義な交流が図れました

戦場ヶ原意見交換会

世界遺産地区

街なか活用実験（ホリデーパーキング）

実施方法

・駐車場：市街地に臨時駐車場120台分を確保
・交通誘導：幹線道路(国道119号)に案内板と誘導員を配置
・料金徴収：１日500円の駐車料金を徴収
・商店会チラシ配布：まちなかマップや商店会のお店を紹介したチ
ラシを作成し、配布
・割引等（クーポン）のサービス提供：駐車料金の領収書にクーポ
ンを付け、駐車場の利用者がまちなかで買い物をするときのサー
ビスを提供→50店舗が参加

・駐車場利用者にアンケート調査を実施
誘導状況

利用状況ホリデーP位置図



街なか活用実験（ホリデーパーキング）
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実験結果

・料金を徴収しても、それに見合ったサービス
を提供することにより、ホリデーパーキングの
利用者数は順調に推移している。また、商店会
マップ・クーポンのサービスについても好評で
あり、まちなかの滞在時間も増加している。
（滞在時間２．２時間⇒３．０時間）
・東町商店街では、まちなか歩行者数や例年と
比べたお客の数、売上げなども増加傾向と感じ
ており、まちなかが徐々に活性化して来ている
と考える。
（参加店舗１４店舗(H16)⇒５０店舗(H18)）
・課題として、駐車場案内システム」のような
効率的な誘導システムの必要性のほか、商店会
マップの利用率向上のための施策が必要である。

利用状況

商店街マップ

割引クーポン

☆クーポンは1000円以上のお買い上げにつき、
50円の割引または記念品を進呈する

街なか活用実験（スタンプラリー）

実験の方法
・駅や駐車場といった交通拠点をスタート・ゴールと
し、まちなかの歴史的・文化的施設や名所に「チェッ
クポイント」を設置
・スタートで「チェックシート」を配布し、チェックポイン
トに来た方にスタンプを押す
・チェックポイントにはNPO法人やボランティアグ
ループが観光ガイドを実施
・ゴールした後、アンケート調査も実施

主な効果
・２日間で4,500人が参加、アンケートも900サンプ
ル回収
・まちなかの魅力を示すことができ、隠れた史跡な
どへの立寄り率の増加から、まちなか回遊が促進
・参加者に大変好評であり、実験に携わった方々も
まちなかの回遊促進の効果を実感

課題
・季節や祭りなどを活用した新たな回遊促進の施策
と、拠点の場所に応じた観光客の需要によるコース
設定の検討
・鉄道来訪者に対する滞在時間を長くする工夫の必
要や商店街の方に対する実験趣旨の事前周知の
徹底


